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岩国市立美和病院および岩国市立錦中央医院電子カルテ導入業務
プロポーザル説明書

１　業務の目的
　　本業務は、医療用電子カルテのシステムおよび端末の更新に向けてシステムの構築を目的とする。

２　業務の概要
1 　業務名　　岩国市立美和病院および岩国市立錦中央医院電子カルテ導入業務（以下「両院電子カルテ導入業務」という。）
2 　業務内容　別紙「両院電子カルテ導入業務仕様書」（以下「仕様書」という。）のとおり
3 　審査体制　両院電子カルテ導入業務企画提案書特定プロジェクトチームが審査を行う。
　⑷　履行期間　仕様書のとおり
　⑸　打合せ　　仕様書のとおり
　⑹　契約　　　プロポーザルにて提案者を特定後、随意契約する。
　⑺　担当部署
　　　岩国市健康医療部岩国市立美和病院
　　　郵便番号　　740-1225
　　　住所　　　　岩国市美和町渋前1383番地1
　　　電話番号　　0827-96-1156
　　　ファックス　0827-96-1157
　　　電子メール　m50100@city.iwakuni.lg.jp
岩国市健康医療部岩国市立錦中央医院
　　　郵便番号　　740-0724
　　　住所　　　　岩国市錦町広瀬1072番地1
　　　電話番号　　0827-72-2321
　　　ファックス　0827-72-3361

３　参加資格及び条件
　　この手続に参加できる者は、次の各号に掲げる要件のいずれにも該当するものとする。
1 　単体企業であること。
2 　平成29年度以降において、日本国内において本件と同種又は類似業務の実績を有すること。
3 　その他必要な要件
　　ア　地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４第１項の規定に該当しない者であること。
　　イ　会社更生法（平成14年法律第154号）に基づく更生手続開始の申立て又は民事再生法（平成11年法律第225号）に基づく再生手続開始の申立てがなされていない者であること。

４　企画提案書の提出者を選定するための基準
　　参加表明書の審査項目、評価基準及び評価の配点は、次のとおりとする。
	審査項目
	評価基準
	配点

	参加者の概要
	会社の経営状況は安定しているか。
	30

	
	業務に関わる有資格者は十分か。
	30

	
	会社の業務実績はどの程度あるか。
	40

	
	合計
	100点



５　参加表明書の留意事項
　⑴　作成方法
　　ア　様式１号から様式４号までを基に作成することとし、文字サイズは11ポイント以上とする。
　　イ　完了した業務の実績について、業務内容が確認できる資料（仕様書等の写し）、契約書等の写しを提出すること。部数は１部とする。
　⑵　提出期限、提出場所、提出方法及び提出部数
　　ア　提出期限　令和８年10月19日（月）午後５時
　　イ　提出場所　岩国市立美和病院
　　ウ　提出方法　原則として送付すること。やむを得ない場合、持参も可とする。
　　エ　提出部数　12部（ただし、１部を原本とし、残りの11部は複写したものでよい。）
　⑶　選定・非選定通知
　　　参加表明書を提出した者のうち、評価の合計点が高いものから企画提案書の提出者として４者程度選定する。企画提案書の提出者として選定したものには、書面により通知する。また、選定されなかった者に対しては、選定されなかった旨を同じく書面により通知する。

６　企画提案書を特定するための評価基準
　　企画提案書の審査項目、評価基準及び評価の配点は、次のとおりとする。
	審査項目
	評価基準
	配点

	参加者の概要
	会社の経営状況は安定しているか。
	10

	
	過去５年間で構築実績はどの程度あるか。
	

	業務執行体制
	業務実施体制が明確で、当院との役割分担が適切な業務管理のもと必要な支援が迅速に行える体制であるか。
	20

	
	従事者が必要な構築経験能力をもっているか。
	

	
	統括責任者の資格・経験は十分か。
	

	
	統括責任者の業務実績はどの程度あるか。
	

	提案・業務工程計画
	提示されている、提案者（基幹系システムベンダ）と当院との業務調整・管理方法は、具体的かつ実践的な提案で業務工程は実現性があるか。
	20

	
	仕様書の各項目が充足しており、具体的に提案されているか。
	

	プレゼンテーション及びヒアリング
	　医療情報システムの立ち位置と今後の展開（医療DXやAI等）の説明が行われているか。
	25

	
	　業務運用見直しについて、提案者はどのように支援するのか、運用見直しにつなげるためのシステム運用検討の手段・工夫の提案がされているか。
	

	
	　システム構築における追加コスト抑制のための手法、システム運用期間（７年間）の全体コスト軽減のための方策が提案されているか。
	

	
	　サイバー攻撃に対する備えについて、システムベンダとしての考え方、サイバー攻撃及び被害を未然に防ぐための提案・取り組み・他院構築事例の紹介がされているか。
	

	
	　適切な説明及び質問に対する回答がなされているか。
	

	見積り
	　業務内容に対する経済性があるか。
	25

	
	合計
	100



７　企画提案書の留意事項
　⑴　基本事項
　　ア　企画提案書の記載について
　　　　プロポーザルは、調査、検討業務等における視点や考え方、また具体的な実施手法等について提案を求めるものである。本説明書及び別添の書式に示された条件に適合しない企画提案書、また、成果の一部を含む企画提案書（例：具体的な病院事業の経営計画など）については、提案を無効とする場合があるので注意すること。
　　　　提案の評価に当たっては、文章により表現された内容を評価することが基本であり、文章を補完するイメージ図等の視覚的表現については、見栄えや精度で差をつけて評価することはない。説明文の補足と認められない視覚的表現又はその部分（例えば、イメージ図での表現があるがそれに対応する説明文がない場合）は、評価対象とならないので注意すること。
　　イ　業務の執行体制
　　　　業務の執行体制（様式７号）に記載する。
　　ウ　配置予定の統括責任者の実績調書
　　　　配置予定の統括責任者の実績調書（様式８号）に記載する。
　　エ　業務工程計画
　　　　業務工程計画（様式９号）に記載する。
　　オ　玖北地域医療提供体制検討業務に関する提案
　　　　玖北地域医療提供体制検討業務に関する企画提案書（様式10号）に記載する。
　　カ　参考見積
　　　　参考見積の様式は自由とする。なお、予算額は美和病院184,439,000円錦中央医院172,436,000円（業務委託全体の上限額とし、消費税及び地方消費税を含む。）とする。
2 　作成方法
　　　企画提案書は様式６号から様式10号までを基に作成することとし、文字サイズは11ポイント以上とする。
3 　提出期限、提出場所、提出方法及び提出部数
　　ア　提出期限　令和８年12月1日（火）午後５時
　　イ　提出場所　岩国市立美和病院
　　ウ　提出方法　原則として送付すること。やむを得ない場合、持参も可とする。
　　エ　提出部数　12部(ただし、１部を原本とし、残りの11部は複写したものでよい。)および電子データ
4 　ヒアリング
　　　次のとおりヒアリングを行う。
　　ア　実施場所　岩国市立美和病院　２階大会議室（岩国市美和町渋前1383番地１）
　　イ　実施日　　令和８年12月２日（水）　～　12月９日（水）
　　ウ　開始時間　後日連絡する。
　　エ　説明者　　配置予定責任者又は配置予定担当者
　　オ　出席者　　説明者を含め、３人以内とする。
　　カ　その他
　　　(ｱ)　ヒアリングは、１者当たり40分程度（説明30分、質疑10分を予定）とする。
　　　(ｲ)　説明は、提出された企画提案書に沿って行うこととし、プロジェクターの使用も可とする。なお、資料の追加は認めない。
　　　(ｳ)　説明に使用するプロジェクター及びスクリーンは本市で用意することとし、コンピュータは説明者が用意する。なお、接続に係る時間は、説明時間に含めない。
　　　(ｴ)　出来るだけWeb会議に対応すること。
　⑸　特定・非特定通知
　　　企画提案書を提出した者の中から、評価の合計点が最上位であるものを１者特定する。なお、最高点が２者以上ある場合は、価格提案（参考見積）の金額が最も安価な提案を特定し、価格も同額である場合は、価格のみ再提案を求め、その金額が最も安価なものを特定する。
　　　企画提案書を特定したものには、書面により通知する。また、提出した企画提案書が特定されなかった者に対しては、特定されなかった旨を同じく書面により通知する。

８　説明書及び仕様書の内容についての質問の受付及び回答
　⑴　質問は、次の受付期間内に、様式５号（規格はＡ４判）により行うものとし、持参、郵送、ファックス又は電子メールのいずれの方法でも可能とする。
　　ア　参加表明書に係る質問
　　　　令和８年10月９日（金）午前９時から同月19日（月）午後５時まで
　　イ　企画提案書に係る質問
　　　　令和８年10月22日（木）午前９時から同年12月１日（火）午後５時まで
　⑵　回答を受ける担当窓口の部署、氏名、電話番号、ファックス番号及び電子メールアドレスを併記すること。
　⑶　質問に対する回答は原則として、質問を受理した日から７日間（休日を含まない。）以内に、参加表明書に係るものについては質問者と本市ホームページに、企画提案書に係るものについては提案者全員にファックス又は電子メールで行う。ただし、質問を受理した日から次に示す日までの期間が７日間に満たない場合は、次に示す日までに回答を行うものとする。
　　ア　参加表明書に係る質問に対する回答：参加表明書提出期限日の３日前
　　イ　企画提案書に係る質問に対する回答：企画提案書提出期限日の３日前
　⑷　説明書及び仕様書に関する問合せ以外の質問（プロポーザルの応募状況、選考結果その他の質問）には回答しない。

９　契約条件
　⑴　特定された企画提案書の提出者（以下「特定者」という。）と契約条件や業務内容の詳細について協議の上、改めて見積書を徴収し予算額の範囲内で契約を締結する。
　⑵　予算額範囲の内訳は、７⑴カに示すとおりである。
　⑶　特定者が契約締結までの間に入札参加の資格制限又は指名停止を受けた場合は、契約を締結しないことがある。

10　その他の留意事項
　⑴　手続において使用する言語及び通貨は、日本語及び日本円を使用するものとする。
　⑵　企画提案書の作成、提出及びヒアリングに関する費用は、全て提出者の負担とする。
　⑶　企画提案書に虚偽の記載をした場合には、企画提案書を無効とするとともに、虚偽の記載をした者に対して指名停止の措置を行うことがある。また、提出された企画提案書が次のいずれかに該当する場合は、原則その企画提案書を無効とする。
　　ア　企画提案書の全部又は一部が提出されていない場合
　　イ　企画提案書と無関係な書類である場合
　　ウ　他の業務の企画提案書である場合
　　エ　発注者名に誤りがある場合
　　オ　発注案件名に誤りがある場合
　　カ　提出業者名に誤りがある場合
　　キ　その他未提出又は不備がある場合
　⑷　提出期限以降における企画提案書の差替えや再提出は認めない。また、参加表明書に記載した予定提案者は、原則として変更できない。ただし、病休、死亡、退職等のやむを得ない理由により変更を行う場合には、同等以上の提案者であるとの本市の了解を得なければならない。
　⑸　業務内容の詳細は、本説明書及び仕様書によるものとし、説明会は行わない。
　⑹　提出された参加表明書及び企画提案書は返却しない。なお、提出された参加表明書及び企画提案書は、企画提案書の提出者の選定又は企画提案書の特定のため、必要に応じて複写使用する。
　⑺　提出された企画提案書の著作権は提案者に帰属するが、本業務実施に必要なプロポーザルの報告、記録作成、本市ホームページでの公表その他本市が使用できるものとする。
　⑻　提出された書類は、岩国市情報公開条例（平成18年条例第20号）に基づく開示請求があった場合は、原則開示する。なお、公にすることにより提案者の権利、競争上の地位その他正当な利益を害するおそれがあると認められる情報は、同条例第７条第３号アの規定により不開示となるので、当該部分がある場合には、不開示部分とその具体的な理由を「不開示に関する理由書（様式12号）」により提出すること。ただし、開示又は不開示の判断は、同理由書に基づき行うものでなく、理由書を参考に、本市が同条例に基づき客観的に判断するものとする。
　⑼　プロポーザルに係るファックス、電子メール等の通信事故について、本市は一切の責任は負わない。
　⑽　契約保証金は、岩国市財務規則（平成18年規則第52号）第127条第７号により免除する。
　⑾　当該業務に係る契約書は、本市の指定する様式とする。
6

